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はじめに

•ＫＵＧ天体の画像データは、これまでプライベートな
webページで公開していたが、2016年秋より、木曽観測
所ホームページ上に公開されることとなった。

•公開ＵＲＬは、http://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/kisohp/
RESEARCH/KUGimages/

•この機会に各画像を精査し、まず、恒星を銀河と見
誤っているものの可能性を検討した。



恒星状の画像の検討（１）

•ＫＵＧ天体画像全体を改めて精査し、単一の恒星のよ
うに見えるもの47個、複数の恒星の集まりのように見
えるもの91個、計138個を選出。

•これらすべてについて、他カタログとの比較、および
CDSのSIMBADサービスによる検討を行った。

•カタログとしては、”Markarian	galaxies.	I.	The	optical	
database	and	atlas,		Petrosian	et	al,	2007”と共通のものが
17天体あり、同カタログによってそれらの内9天体が恒
星であることが判明した。



恒星状の画像の検討（２）

• 次に、残りの121天体について、CDS のサービス
SIMBADを利用して他のカタログとの比較を行った。

• 引用された他のカタログの内、LEDA は KUG を取り入
れて作成されているのでこれを除き、それ以外のカタ
ログでどのように記載されているかを調べた。

• 前項の方法で 8個の天体が同定され、その内 2個が恒星、
残りの 6個が QSOなどであることがわかった。



恒星状の画像の検討（３）

・138個の恒星状画像の精査の結果は、次の通り：

１）恒星であると同定されたもの ------------ 11個
２）銀河や QSO などと同定されたもの ---- 14個
３）未同定であるが、複数の恒星の集まり

を銀河と見誤った可能性の高いもの ---- 81個
４）未同定であるが、恒星である可能性

の高いもの ------------------------------------- 32個

・これら138個の評価リストをホームページに掲載した。



公開された画像リストの例



複数の恒星の重なりのように見える例



QSOやセイファート銀河と同定された例



補足

※ KUG関係の最新のデータは、木曽観測所 webページ
の更新が未完了の場合は、次のプライベートページ
に掲載： http://nk-kaken.jp/KUGimages/

※ KUGカタログの作成に使用した Shmidt plates は、
シュミット乾板ディジタル化プロジェクト（前回の
シュミットシンポジウム報告参照）でディジタル化
を完了。関連情報は木曽観測所 webページに掲載：

http://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/kisohp/RESEARCH/
PlateArchive/


